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（1）シデウル （シャダイは光り） 1． 5，2．i。，7．30
（2）エリヅル （わが神は岩） 1． 5，2．20，　7．3。
（3）ツリシャダイ （大骨者は岩） 1． 6，　2．12，7．36
（4）シルミエル （神は平和） 1． 6，2．12．7魯36
（5）アミナダブ （わが血族は高貴） 1。 7，2． 3，7．　2
（6）ナション （蛇） 1． 7，　2． 3，7．12－17
《7）ツアル （小さい） 1． 8，2．5，7．18
（8）ネタニエル （神は賜った） 7． 17～23
（9）エリアブ （神は父） 1． 9，2． 7，　7．24
⑳ヘロン （勇者） 1． 9，2．7，7．24
⑳アミホデ （わが血族は輝かしい） 1． lo，2．15，　7．48
働エリシャマ （神は聞かれる） 1． Io，　2．i8，　7．48
㈱パダヅル （岩「神」はあがなう） 1． lo，2．20，7．54
（瑚ガマリエル （神の報い） 1． iO，2．20，7．54
㈲ギデオニ （切る者・勇猛な戦士） 1． 日，2． 22，　7．60
㈲アビタン （わが父はさばいた） 1． 目，　2． 22，　7．60
（功アミシャダ （わが血族はシャダイ） 1。 12，　2．26，　7．66
（捌アビ白話ル （父「神」は助け） 26． 30，2．27
（19パギエル （神の幸運） 1． 13，2．27，7．72
㈲オクラン （苦労？） 1． M，　7． 72　10。26　，
⑳デウエル （神は友） 1． 目，　7． 4　10．20，
㈱エリアサフ （神は増し加える） 1． 14，2．M，　7．42
㈱エナン （泉） i。 15，2．29，　7．78















部族名 第1回 第2回 順　位 増　減
ユ　　　ダ 74，600 76，500 1 十
ダ　　　ン 62，700 64，500 2 十
シメオン 59，300 22，200 12 『
ゼブルン 57，400 60，500 4 十
イッカサル 54，400 64，300 3 十
ナフタリ 53，400 45，400 8 ｛
ル　　ベ　　ン 46，500 43，730 9 一
ガ　　　ド 45，650 40，500 10 …
ア　セ　ル 41，500 53，400 5 十
エフライム 40，500 32，500 11 ｛
ベニヤミン 35，400 45，600 7
?





































































































































































































































































































































































































































髪の毛 蝋「（r6・§）， 　　●u算の　7　。・ （se｛ar） 2
5：18　　6：5?
蝋「（r6’§）， 　　●u夢の　τ　・● （髄更ar） 1
6：18
頭 蝋「　（影6’s） 9




































































殺す 塾「胃　一　τ （harag） 58
1：51 3：38 8：17 1ユ：15 14：1014：15
14：1615：35 15：35 15：36 16＝1316：39
16：4118：7 19：1619：1821：3522：33
23：2425：5 25：8 25：1425：1525：18







死ぬ 〔鴨 （m最th） 52
3：4 4：15 4：19 4：20 6：7 6：9
14：2 14：2 14：3514：3716：2916：48
16：4916：4917：1 17：12 ユ7：13 17：13
18：3 18：22 三8：32 19：1419：16 19：18
20：1 20：3 20：3 20：4 20：2620：28
20：2921：6 23：ユ0 26：1026：1126：19
26：6126：6527：3 27：3 27：8 33：38
33：3935：1635：1735：1835：2035：21
35：2335：2535：2835：32








生きる 『摺　一 （chay） 9
14：2014：2814：3816：3316：4821：8
21二9 31：1531：18


































らい病 n算「篤　即　　胴　7 （＄arゴaの 澄「馳　7　　　3 （mes6raつ　　　． 2
12：10 12：10
死体 「二i塾　ツr7 （peger）　　一 11
5：2 6：6 6：11 9：6 9：7 9：10
14：29 14：3214：33 19：11 19：13




疫病 「諭『　㌘　　rよ● （deber）　　一 12
11：3314：12 14：3716：4616：4716：48
16：4916：5025：8 25：1826：1 31：16




全身 「幽一物　7　　7　　　　　rr （kol－basar） 1
●8．7?
　ou⑳盈　τ　　τ （basar） 56
5：13 5：14 5：14 5：20 5 ：27 5．’28
5：29 6：2 6：5 6：6 6 ：7 6： 9
8：7 8：21 9：6 9：7 9 ：10 9：13
11：18 12：10 12：1414：25 19’．7 19：8
19：9 19：12 19：1219：1319：1319：13
19：1819：19 19：1919：1919：20 19．’20
23：2423：2424：9 29：7 30’．2 30：3
30：4 30：4 30：5 30：6 30’．6 30：7






血 頃『　　τ （dam） 11
23：2435：1935：21 35：2435：25 35．’27
35：2735：2735：3335：3335。●33
つばき P律、
P2：14
（raqaq） 1
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生．考　　察
　（1）身体各部位に関する用語の中で「目」が最も多く使われている（18回）．聖書の中
には，「目」？脚疑♪導　は859回，6ψθαλμ6ぐは101回使用されている．この語の頻出度
が高いことは，人間生活において「目」がいかに重要な役割をもっているかを示す．また
そこから種々の象徴が生まれている．目は重要な知覚器官から，その無上価値を認め，
「目の瞳のようにまもる」という表現が用いられた（申命32．1・，詩篇17．・，箴言7．
・）．他方，「目jは誘惑が心に入り込む通路となり，情欲の生まれる機会を与える（創世
3．6，エゼ6．g，1ヨハ2．16，　ffペテ2．14）．人類の最初の罪は，「目」を通して
起こったのである（創世3．6）。
　しかし，「目はからだの明りであり」（マタ6．・・），人の全人格を代表する．憐れみを
与え，もしくはこれを差し控え（申命7．16，イザ13．18，軽蔑し（箴言30．17），また
満足と不満足を表す（箴言27．・・）．また，象徴的には，「目」は神の全知，全能に関連し
て用いられている（口渇1．18，10．12，ゼカ3．g，4．・・，黙示5．・）．聖書では
「妬み」〔マコ7。22，6〈pθαλszocπoyηρδg　字義は「悪い目」，また，1サム18．　gの
「うかがった」は動詞1響の訳で，「ねたみ」をもって「目」をつけることを意味する〕，
また「物惜しみ」〔算㌢℃申命15．g〕，「欲の深い人」〔1卦算『1凄憾，箴言28．22〕は
「悪しき人」を意味し，反対に「目が澄む」（マタ6．22）とは寛大を意味したものであ
ろう〔箴言22・・，「恵む者」了響繍罰ぬ　　　，字義は「善い目」〕・
　「神の前に出る」と訳されている句の原語の意味は，「神の顔を見る」であるが，直接
的な表現をさけて「神の前に出る」と訳し，聖所への巡礼また参詣をさして用いた（出工
34．・・一，申命16．16，1サム1．・・，イザ1．12，詩篇42．・（3））．
　ヨハネは神，またキリストについて「見る」という語を，信仰による視覚また超自然的
知識について用いている（ヨハ6．4・，12．5，14．g，9．1g，皿ヨハM）．彼はまた
キリストに対して，正しい見方をもつことは，神の子として神の唯一の啓示者なる彼を通
して，神を見ることが出来ると語っている（ヨハ3．目，32，6．・6，8．38）．
　丁数記の中に出てくる「目」は，神との関係において用いられる．「モ下国は言った，
『どうかわたしたちを見捨てないでください．あなたは，わたしたちが荒野のどこに宿営
すべきかを御存じですから，わたしたちの目になって下さい』」とある（10．31）．
　（2）生命に関する用語では，「殺す」と「死ぬ」が多く，いずれも50回を越えている．
旧約聖書における「死」は，すべての人間にふりかかってくる神秘的な事件であって，キ
リスト者とか否とかの区別はない．有神論者，無神論者の区別もない（ヨブ21。32，33，
詩篇49．12（13）．2・（21｝，伝道12．7，エゼ33．14）．それは，「世の人のみな行く道」で
ある（ヨシ23．14，1王2．・）．死は生物学的現象であり，あらゆる生物に共通な自然
的変化であり，宇宙間の多くの現象の一つである．
　創世記第3章によれば，人間は神に反抗した罪のために死ぬべき者となり，動物も蛇の
言動によって死ぬものとなったようである（創世3．M，ヨナ3．・一・）．しかし，人
間の死はその本人に予感されていて，特別の意味を持つ出来事であり，死の事実は一般に
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宗教の信仰と深い関係を持つ宗教的事件である．
　人間が死ねば，「息絶えて，その民に加えられる⊥温血記の中で数多く用いられている
「殺す」も「死ぬ」の用語，つまりその中に秘められている内容は，結局のところ「死」
は死の断絶では連続であるという思想のようである（民数20．・6，27．13）．
　（3）身体の状態に関する用語では，「生まれた」が冒頭において多く使われている．本
書で使われている「生む」「生まれた」は，もちろん「出産」の意味ではない．連綿と繋
がるイスラエル人の「系図」を明らかにするためのものである．聖書における系図とは，
イスラエルのある個人の家系とか，また部族，種族，国民などの由来を歴史的に順を追っ
て列記した，一連のリストである．民数記は他に見られない特徴は，部族の「入員調査」
である．そのためには，部族の系図を示す必要があったと考えられる．そのために「生ま
れた」という用語が多く使用されたものと推測される．
　（4）その他の用語の中で，最も多く使われているものは「身」（56回）である．さて，
この語の原意は，「肉体」のことであろうか．あるいは「からだ」のことであろうか．
「の灘は「肉」である．旧約聖書の中には，260か所を越える「の翻のうち，口語聖書で
　ア　　ア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　　ア「からだ」と訳されているところは，きわめて少ない．旧約では，新約のように，「肉」
と「からだ」とを二つの語によって区別することをしない．なぜであろうか．イザヤ書40．
・には，「人は（「W＃　　　　　T　　r）みな草だ．その麗しさは，すべて野の花のようだ．主の息がそ
の上を吹けば，草は枯れ，花はしぼむ．たしかに人は草だ」とある．この語の真意は，東
洋的な思想をもってしては理解が困難なのであろうか．
　野幌記の中で，「身を汚す」，「身を清める」という用語が25回ほど使われている．これ
らの箇所で用いられている「騨は，「からだ」であると同時にその「人」を表している
ものと考えられる．その一例として，5．1同・の原文に当たってみることにする．
塾　ち騨噂塁早一盛愉：「聡努麟一ら苓胃ユ串聯
　　　，lsrael　　the　重。　　Speak　　，sayhg　，Moses　窒。　Jehovah　And
　　　　　　O釜so轟S　　　　　　　　　　　　　spoke　　穏酌踊、輸彫漆斌蹴蜘一・盈げ斌か国勢ら雛翻「蹴「
　　さ　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　の　　　　　　サ　　　　きマ　き　ロ　　　ド　　　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　ロ　　ロこ　きで　　きほ　　ぼ　ま
　　agai纏st　has　and．wi督e　　　goes　When　ma胸’s　a纏y．them　to　you　and
　　’紅ir鴇committed　　　　　　　astray　　　　　　　　　　　　　　say　sha纏
餐3躍・騨細螺摯、町n導欝幽廃藩調塑：蹄
　　her　fro田has　lt　and，seme籍lying　with　man　a　lle　and　a
　　husbandσs　eyes　hidde錆be㎝｛w醐　　　her　　　　　　，t『espass
　　　：興国欝昨糊1噂1繋雑肉寧糊覇1瞭㈱ユ
　　　been　has　not　and　against　纏。　a纏d　bee渦わas　ar雅d　kept　ls　and
　　　　，caug撤　　she；her　　wit渦eSS．de創ed　she，hidden
14謄ﾗ心騨鴨脚聡旧購斌轟P脚勲”寧r、物r勘
　　or　beenhas　a轟d，wi蛋e揃s　isheand，lealously　a　overhasa級d
　　　　；def闘ed　she　　　of　jealo縫s　　of　spirit　him　passed
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　　：胃糟紳鷲・即購騨聡斌塁P嶺糠「「伽「講
　　　become　has　not　and　．wife　his　is　he　and　jealously　a　over　has
　　　；defiled　＄he　of　jealous　of＄pirit　him　passed
15胃勲扁聡屈強脚縢》寧聯繭〔騨脚鷲・瀕
　　offering　her　he　and　the　to　wife　his　the　shall　then
　　　　　　　　bring　s卜alしpriest　　　　　man　in　bring
　　「脚「物P蕊・瞠紳門⑫隙稔脚・鞠門・鞭軍物
　　　．oil　it　on　shall卜e轟ot；ba雌ey　meal　an　te轟th　a，卜er菅or
　　　　　　　pour　of　ephah　of　　γ「馴朋コ篇轡繍糠脚気鱒・罰帥、物1穏・繍覇
　　，memerial　food　a　，（is｝　it　jealously　food　a　for　．frank　incense　on　＄hall　nor
　　　　　of　offering　of　offering　it　put
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：1戦犯窺ゆ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．sin　bring　to
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　mind　to
llヤハウェがモーセに言われた，12「イスラエルの男達に告げよ，もしか誰かある人の妻
が誘惑された．道に外れたことをして，その夫に罪を犯すようなことをしでかした．13つ
まり人が彼女と寝たのに，そのことが夫の目に隠れて見つからず，彼女自身そのように身
を汚したけれども，それを目撃した証人もなく，彼女もまたその現場を押さえられなかっ
た．そんな場合，1・すなわち，妻が罪を犯したために，その夫が疑いの心を起こして，妻
を疑うことがある．；5そんな場合，夫は妻を祭司のところに引っ張って行き，彼女のため
に，大麦の粉一エパの十分の一（約36リットル）を供え物として持って来なければならな
い．ただし，その上に油を注いではいけない．また，乳香を足してはならない．これは
「疑いの供え物」，「覚えの供え物」であって，罪を覚えて神の判断を受けさせるためで
ある．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔平沢国訳〕
　この姦淫の女の「神明裁判」（5．11－31）は，われわれには一見滑稽にも思われる．し
かし，ここで用いられている「身」は，姦淫を犯した「人」，すなわちその「女」である．
しかし，その彼女を汚したのは彼女のその「からだ」である．汚れた「からだ」は水で洗
い清めなければならない（前号・レビ記15．16－18）．これは，とりもなおさずヤハウェ神
の律法であり命令である．しかし，罪を犯したその女（人　「鱒）の魂の清めと，悔い
改めのためには，いかなる手立てが必要なのであろうか．
M．結　　語
　民数記の中から，「人とからだ」に関する用語を逐一拾い上げたところ，総計229回使用
されていることが明らかとなった．そのうち，（1）身体各部位に関するものは86回，（2）生命
に関するものは138回，（3）身体の状態に関するものは47回，そして，（4）その他の用語では
78回であった．さらにそれらの中で，（1）では「目」（18回），（2）では「殺す」（58回）と
「死ぬ」（52回），（3）では「生まれた」（16回），また，（4）では「身」（56回）でそれぞれ最
も多く使用されていた．「目」，「殺す」，「死ぬ」，「生まれる」，「身」について考察したと
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ころ，それらは，ことごとく「神と人」との関わりにおいて使用されており，さらに「か
らだ」はつねに神に対する「罪」との関わりをもっていることが明らかにされた．
V．あとがき
　われわれが立っているとき，目は上にあり，外にあり，そして前にある．日常の生活を
ふりかえってみると，目が地上につくとき，心はなんとなくうなだれる．目を内部に注ぐ
とき，醜悪な自分の姿に身震いをする．そして，さらに目を後ろ，すなわち過去に向ける
とき，悔恨の黒い浅ましい影が脅かす．しかり，目が下を見，内を見そして後ろを見る
とき，それはただ苦悶であり，絶望である．そのとき，ときには，むしろ死の甘きをさえ
思う．それは「目」であっても「眼」であってもかまわない．
　当たり前と言えばそれまでであるが，われわれの目は，上を見るべく目を上に，内を見
ないで外を見るべく外に，そして，後ろを見ないで前を見るべく作られている．人間が
「立つこと」によって与えられたこの働きは，まさに「人」であることのraison　d’etre
ではなかろうかとも思われる．
　この正常な目の使用法に従わず，オートバイのバックミラーのようにいつも後ろばかり
注視している人，自分の腹ばかりを見つめている人，ゴミ溜を漁る鶏のような人を，中世
の詩人A．ダンテは，神の恩恵の拒否であるとして，その神曲・地獄篇第7環第3円の熱
砂の上において，永劫の灼熱に苦しめている．
　階数記の記者は，「人」も「からだ」も，いや，目も，顔も，脳天も，髪の毛も，耳も，
鼻も，口も，歯も，腿も，足も，血も，つばきも，すべて神の所有物であるということを，
畏れおののきながら書き記しているように思われてならない．
［コ本文中のヘブライ語の字母は平沢所有のものを使用．
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